
縦横無尽に東京各所が登場する詩集『ダンスする食う寝る』（思潮社、2020年、歴程新鋭
賞）、小説『テーゲベックのきれいな香り』（河出書房新社、2022年）、『愛がすべて』
（『新潮』2023年5月号）を書き、近年、先鋭で目覚ましい創作活動をする一方、法政大学
大学院人文科学研究科で西脇順三郎を研究している山﨑修平氏（1984年、東京都生まれ）を
招き、自身の東京小説について語ってもらいます。あわせて、東京へのスタンスや、東京を
舞台にする意義、他の東京小説ないし都市文学との関係などについて議論します。
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